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新聞で、「電話加入権がなくなる」という記事が出ています。現在は、皆様がＮＴＴで電話を引
くとき、「施設設置負担金」72,000円（＋消費税）をお支払いになり、その代わり「電話加入権」
という権利をお持ちになることになっています。その権利がなくなるという意味です。 
ただ、その仕組みについては、新聞でもあまりきちんと報じられていません。私は、民主党の情
報通信分野の政策担当者をしているので、詳しく調べました。その結果、驚くべきことが分かって
きました。これは皆様にきちんとお伝えする必要があると思い、今号のテーマにしました。 
結論から言えば、加入権自体がなくなるわけではなく、「電話加入権の相場が、年末から年始に

かけて、市場が先導する形でゼロ円に張りついて行く。施設設置負担金をＮＴＴが廃止するかど
うかに関わらず、電話加入権の価値がなくなっていく」ということです。それは、なぜか。 
年末から年始にかけて、日本テレコム（ソフトバンク）とＫＤＤＩが固定電話の基本料サービス

に参入するからです。このサービスは、ＮＴＴが設置しているドライカッパ（空き銅線）を利用し
たサービスであり、新規で電話を引く場合であっても「電話加入権」や「施設設置負担金」を必要
としないのです。だから、基本料が安くなる日本テレコムやＫＤＤＩの新サービスに切り替えた人
は、ＮＴＴの電話加入権が浮くので市場で売ろうとします。しかし、日本テレコムやＫＤＤＩの新
サービスを利用すれば、加入権なしでタダで電話が引けるのですから、買い手はあまり多くないこ
とになります。その結果、需給バランスが崩れ、市場価格はゼロに近くなっていくということなの
です。 
このドライカッパの開放ルール自体は、2000年 12月から始まっており、昨年の 10月からはそ
の貸し出し料が大幅に値下げされました。理論的には、そのときから新サービスは可能になってい
ました。ただ、固定電話サービスは、ＩＰ電話の普及などで先細りが予測されているため、新規参
入があるとは想定されていなかったようです。しかし、ソフトバンクの孫社長が基本料サービスに
参入することを決めたため、このような事態になったようです。 
さて、現時点で、消費者としてはどのように対応すると損をしないのか。 
新しく電話をお引きになる場合には、①全てＮＴＴに頼む場合には、施設設置負担金がかからな
い「ライトプラン」にする。（その代わり、月額 640 円が基本料に上乗せさせられる。）②インタ
ーネットなどで電話加入権を購入して（加入権は現在 1万円程度で購入できる）、ＮＴＴに頼む。
③電力会社が提供している光ファイバーサービス（イオ・ホームファイバーなど）でＩＰ電話を使
う。④日本テレコムやＫＤＤＩの新サービスを待つ。――という 4つの方法が考えられます。 
また、電話加入権を持っている人は、できるだけ早く市場で処分した方がいいと思います。ただ、
現時点でも、すでに買い取りを止めている業者が多いので、少し難しいとも思います。 
以上のように、電話加入権の問題は、今後早い段階で結論が見えてくる問題だと言えます。この
ような状態になるまで放置してきた政府やＮＴＴの責任が大きく問われ、社会問題化すると予想さ
れます。これからも、このような情報を皆様に少しでも早く伝えていく責任を強く感じています。

衆議院議員 中村てつじ

今号のトピックス①：電話加入権について 
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お名前（差し支えなければ）         住所                       
年齢（  才）性別（  ） 電話            ＦＡＸ             
今、関心のある政治のテーマ（印をつけてください） 
□政治改革 □景気の低迷 □失業者対策 □介護保険 □公共事業 □教育 □農林水産業 □市長村合併 
□子育て支援 □人権 □ﾄﾞﾒｽﾃｨｯｸﾊﾞｲｵﾚﾝｽ □税制改革 □男女共同参画社会 □環境問題 □その他（     ）

                                      

                                      

                                      

                                      

今号のトピックス②：新たな役職 

中村てつじ HP http://www.tetsu-chan.com 
TEL : 0743-59-3915 / FAX : 0743-59-2228 / e-mail : mail@tetsu-chan.com

第１６１回国会が始まり、民主党の新人事が決まりました。私は、今国会では、組織的な仕事で
は「副幹事長」、政策的な仕事では「「次の内閣」情報通信担当 総務総括副大臣」という役職を担
当することになりました。 
 「副幹事長」は、川端達男幹事長の下で、党運営に関する実務を担当しています。例えば、民主
党の活動をアピールするために、党を代表して様々な団体に挨拶回りに行っています。 
 「総務総括副大臣」としての担当分野である情報通信は、これから多くの課題が待ち受けていま
す。例えば、直近ではＮＴＴの加入権廃止の問題や接続料の問題。テレビ関係では、依然として改
善されないＮＨＫの体質の問題。また、将来的には電波の再配分の問題などが控えています。 
 国会では、これまで通り「総務委員会」に所属するとともに、今回は「政治倫理の確立及び公職
選挙法改正に関する特別委員会」にも所属することになりました。 
総務委員会は、郵政民営化問題のほか、公務員制度改革や三位一体改革なども扱っており、議題
は目白押しです。また、特別委員会は、政治倫理や政治改革を扱っており、日歯連の疑惑に端を発
した政治不信の問題がテーマになりそうです。いずれの問題も重要なものばかりですが、全力で取
り組んでまいります。 

政治への疑問、ご意見、ご提言や地域の問題等をお聞かせ下さい。 

あなたの声をＦＡＸで ０７４３－５９－２２２８ 

地域の仲間たち 中村てつじと話す会  

高柳忠夫 奈良県議会議員 
西川健次 大和郡山市議会議員 
小笹浩樹 生駒市議会議員 
福中眞美 生駒市議会議員 
佐野英史 三郷町議会議員 
三木誓士 斑鳩町議会議員 
飯野敦子 平群町議会議員

中村てつじと話しをしてみませんか？月一回のペースで、出
入り自由の会合「中村てつじと話す会」を開催しております。
次回会合は下記の通りです。 
○１１月２１日（日）14:00～16:00 生駒南ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 
近鉄生駒線「南生駒」駅から徒歩３分 電話 0743－77－0001 
お気軽にお越しください。 

連絡先：中村てつじ郡山事務所 西村 


